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◆5月は要注意！ 

慣れと油断による事故を防ごう！◆ 

 建築部 建築G部長 匹田 京治 

 

5 月は新年度の始まりに伴い、新入社員の配属や配置

転換等により現場体制が大きく変化する時期です。加え

て、ゴールデンウィーク明け

は生活リズムの乱れや作業感

覚の低下により、労働災害が

発生しやすい極めて注意すべ

きタイミングです。例年この

時期は「慣れ」と「気の緩み」

が重なり、思わぬ事故につな

がる傾向があります。 

 

現在の建設業界は慢性的な人手不足の中で工期確保が

求められており、限られた人数で現場を運営するケース

が増えています。その結果、工程優先の意識が無意識に

働き、安全確認が後回しになるリスクが高まっています。

しかし、安全より優先されるべきものはありません。ど

のような状況であっても、安全を最優先とする姿勢を現

場全体で徹底する必要があります。 

 

また、5 月は気温の上昇に伴い熱中症リスクが徐々に

高まる時期です。真夏ほどの危機感を持ちにくい反面、

体が暑さに慣れていないため体調を崩しやすく、初期段

階での対策が重要となります。こまめな水分補給や適切

な休憩の確保、作業前の体調確認を徹底し、無理のない

作業計画を立てることが求められます。管理者は現場状

況を的確に把握し、作業負荷の分散や休憩時間の確保を

意識した運営を行ってください。 

 

さらに、この時期は新規入場者や経験の浅い作業員が

増える傾向にあります。「これくらい分かっているだろ

う」「いつも通りだから大丈夫」といった思い込みが事故

の要因となります。作業手順や危険ポイントについては、

基本に立ち返り、丁寧に説明することが重要です。KY活

動や朝礼を通じて危険予知の精度を高め、特に高所作業

や重機作業など重大災害につながる作業については、基

本ルールの再確認を徹底してください。 

近年はICTや安全設備の導入が進んでいますが、事故

防止の根幹は現場での声掛けや相互確認といった基本行

動にあります。安全は設備や仕組みだけで守られるもの

ではなく、現場で働く一人ひとりの意識と行動によって

支えられています。 

 

5 月は「新しい体制を安全に定着させる重要な期間」

です。連休明けの気の緩みを引き締め、基本動作の徹底、

コミュニケーションの強化、体調管理の徹底を図ること

で、無事故・無災害の現場づくりを確実に進めていきま

しょう。安全はすべての業務の基盤であり、日々の積み

重ねによってのみ守られます。全員で安全意識を高め、

「ゼロ災公成」を実現していきましょう。 

ご安全に！ 

 

   4月度合同パトロール 

 

4月13日(金)13:00 より 

協 力 会：不参加（入場手続き等制約のため） 

安衛委員：木本･稲垣･匹田･寺田･松永 

以上5名で実施しました。 

 

『寸評』 安全衛生委員会 

 

4月度の合同パトロールは、建築現場「（仮称）2025年

日本国際博覧会イタリアパビリオン解体工事」でしたが、

安全衛生協力会様には、今回、万博会場への入場手続き

等制約があり、ご辞退していただき、安全衛生委員会  

５名のみで実施しました。 

当日は、前線の影響で、降雨・強風が吹いていました

が、パトロール中は雨も止んだ中、『墜落・転落災害の防

止、クレーン災害の防止』を主眼に、安全パトロールを

行いました。 
 

◆ （仮称）2025年日本国際博覧会 

イタリアパビリオン解体工事 
 

当工事は、昨年開催された万博イタリアパビリオンの

解体工事です。 
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桝岡主任より概要・進捗状況説明を受け、重点目標の

「墜落・転落災害の防止、クレーン災害の防止」を主眼

に安全点検を行いました。当日の作業は、FOH 棟のトラ

ス梁、繋ぎ梁生捕り解体で職員を含め 13 名でした。 

 

工事場所：大阪市此花区夢洲万博会場内 

工  期：令和8年1月13日～8年7月13日（6ヶ月） 

発 注 者：INVITALIA 

工事概要：木造、一部鉄骨造 地上３階 

FOH棟 構造木生捕り 

     BOH棟 全解体 
       

出 来 高：48.0％  (3/25現在) 

安全成績：労働延時間=12,664時間 

休業災害1件･不休災害0件。（4/9現在） 
 

 ≪良好な事項≫ 

① 場内整理整頓 

② 他工区とのエリアの分離 
 

≪改善・点検を要する事項≫ 

① 外部足場の使用禁止措置 

② 高所作業車同士の接触防止措置 

③ 強風時のクレーン作業中止措置 
 

■講評では、全体的には、整理整頓は良好でしたが、強

風時のクレーン作業中止基準の明確化、高所作業車同士

の接触防止対策をお願いしました。 

 

■桝岡主任からは、「GW明けからは、BOH棟の解体作業も

始まり、2班体制となるので、生捕り作業に支障のないよ

う調整していきます。」とのコメントでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【（仮称）2025年日本国際博覧会イタリアパビリオン解体工事】 

 

重 点 実 施 例 

 

『桂川横大路下島地区堤防強化他工事』 

土木部 土木G 工事主任 北澤 佑一郎 

 

本工事は、桂川横大路地区に鋼矢板を打設することに

より、堤防の強化及び大雨等の雨水が民家側に流出する

のを防止する為の対策を行い、また京奈和自転車道の一

部区間(約500m)を拡幅及び、舗装版の打換えを行う工事

です。 

本工事で特に安全面に配慮した作業は、道路規制を必

要とした京奈和自転車道の作業でした。この道路は、日

頃から自転車の交通量が多く、また地元住民が日常的に

使用される道路でもあります。そのため通行止め規制に

ご理解を得るため、早めに地元説明・予告看板設置を行

いました。 

施工期間中は、規制区間の起終点にそれぞれ遠方から

でも視認出来るよう規制資材、交通誘導員を配置しまし

た (写真)その結果、自転車で速度を出して走行されてい

る方も、早めに減速し、迂回にご協力頂けました。また

時折、側道の獣道等から施工ヤードに侵入される方もい

ましたが、丁寧な説明を行い施工ヤード外に退出してい

ただきました。 

 夜間時は、交通誘導員の配置は行わずに安全資機材の

みで行いましたが、照度の確保・養生をきっちり行い、

苦情もありませんでした。 

 今回の適切な道路規制を実施した経験を活かし、今後

も安全作業第一に努めていきたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【桂川横大路下島地区堤防強化他工事】 

 

FOH棟 

規制写真 
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現 場 ニュース 

 

『（総合評価）後院通道路改良工事（2工区）』 

 土木部 舗装G 工事主任 高橋 道雄          
                                                                                                                             

 本工事は、後院通無電柱化工事に伴う道路改良工事で、

歩行空間の改善を行い、通行者の安全を確保する為の工

事です。日新建工様とJVを構成し工事を行っています。 

 工事内容としては、工事延長 232ｍ 舗装工約 3,300

ｍ2、排水構造物工、縁石工、道路付属施設工、区画線工、

信号設備工です。現場は、中京警察署及び市バス壬生車

庫前ということもあり、全体工事のほぼ70％程度は夜間

工事で、市バスの運行が終了してからの作業となり、時

間的制約がきびしく苦労しています。また道路の仕上り

高さが現況より平均230㎜下がるので、排水構造物を施

工しても一旦埋戻し仮復旧しなければ自転車・歩行者等

が通れない状況です。 

今後、歩道打ち換え仮舗装・車道切削仮舗装して仕上

高さまで下げてから本舗装と進めていきます。すべて夜

間作業となり、飲食店等も多くトラブル・事故等ないよ

う職員・作業員が安全第一に努め、残りの工期を無事故

で終えられるように努めます。ご安全に！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【（総合評価）後院通道路改良工事（2工区）】 
 
 

安 衛 コ ラ ム 

 

『１年を振り返って』 

土木部 土木G 工事係 田中 颯     

 

入社してからの一年は、現場での学びと成長の連続で

した。最初はルールや専門用語もわからず、不安の中で

のスタートでしたが、現場の上司の指導を受けながら、

一つ一つ理解を深めてきました。特に夜勤が多くある現

場だったので、夜間工事の危険性や安全確認を徹底する

ことの重要性を、日々の現場で実感しました。 

また、KY（危険予知）活動を通じて、自分自身の危険

に対する感受性も高まったと感じています。小さな違和

感を見逃さず、声に出して確認することが事故防止につ

ながると学びました。一方で、慣れが出てくる時期こそ

注意が必要であることも痛感しています。 

今後は、これまで学んだ安全意識を継続しつつ、周囲

に気を配れる存在へと成長していきたいと考えています。

初心を忘れず、安全第一で行動することを心掛け、無事

故・無災害の現場づくりに貢献していきます。 

ご安全に！ 
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重 点 施 策 

 

 

 

 

 

5月から本格化・UV警戒！ 

皮膚がん・熱疲労を防ぐ日焼け対策 

 

帽子だけでは不十分。UV-A（紫外線Ａ波）は雲を貫通

し、皮膚・目を静かに傷つける。長袖＋日焼け止めで皮

膚保護を。UVメガネで目の保護を。 

 

○ 対策 

1.長袖作業着+帽子+フェイスカバー着用やUVメガネ 

2.日焼け止め（SPF50/PA++++）2時間毎塗布 

3.直射日光作業は10時～14時を避け、休憩多めに 

4.夕方赤み・水ぶくれ時は即作業中止・医療機関へ 

 

○ 現場施工影響 

・日焼け疲労→作業効率20%低下 

・ヒヤリハット3倍 

・UV対策＝生産性向上+災害防止 

 

UV対策で作業精度が上がり、費用効果も認められます。 

このような面からも安全意識を高めていきましょう。 

ご安全に！ 

建築部 積算・設計G 

 

◆事務局からのお知らせ◆ 

 

 

 

■ 安全衛生協力会・委員会合同パトロールの予定 

日 時：令和8年5月14日(木) 13：00～15：30 

場 所：未 定 

協力会：㈱日本ｻﾙﾍﾞｰｼﾞｻｰﾋﾞｽ、㈱朝日組、㈱田中組 

 

■ STOP！熱中症クールワークキャンペ―ン 

期   間：5月1日～9月30日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 工事完成 ご苦労様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【（仮称）ドーミー山科東野計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【宇治川向島地区護岸整備他工事】 
 

■ 令和８年度安全標語の募集 
例年通り、安全標語の募集を行いますので、ご応募 

下さいますよう、よろしくお願いいたします。 
 応募方法は、別途ご連絡いたします。 

 

5月度安全重点目標 

『紫外線対策（皮膚がん・熱疲労予防）』 


